
道具で学ぶ 昔の暮らし 

暮らしの移り変わりに注目しながら、昔の生活道具を実際にさわってみましょう。 

  

 

蓄音器、手回しミシン、黒電話、プッシュホン、火のし、炭火アイロン、電気アイロンなど 

 

参加人数：30名程度（15名ずつ 2グループに分かれて実施） 

 

時間 活動 

［搬入・準備］ 

30分程度 

搬入・準備 

【導入】5分 ・あいさつ、スタッフ紹介 

・江戸東京博物館について 

・道具をさわるときの注意 

【昔の生活について】 

30分 

※15分で交代 

「住まいの移り変わり」 

（レクチャー） 

 

江戸東京博物館 常設展示室

の住宅模型を参考に、時代に

よって住まいがどのように変

化したか考える。 

 

 

 

「昔の道具体験」 

 

 

蓄音器で SPレコードを聴いてみる。 

 ▽ 

※5名×３グループに分かれる。 

各５分 

・黒電話、プッシュホン 

・火のし、炭火アイロン、電気アイロン 

・手回しミシン 

【まとめ】5分 感想や体験して気づいたことなどを共有する 

 


